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福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史

研
究
の
動
向

ー
昭
和
六
十
三
年

福
井
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室

一
、
県
史
・
市
町
村
史
・
地
区
誌

県
史
で
は
、
『
資
料
編
一
二
上
近
現
代
一
二
』
が
出

版
さ
れ
た
。
本
書
は
昭
和
五
年
か
ら
二
十
年
ま
で
の

貴
重
な
資
料
二
五
三
点
を
厳
選
し
、
社
会
運
動
・
人

絹
織
物
業
・
軍
事
・
県
民
生
活
な
ど
各
主
題
に
分
け
前
者
は
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
市
街
地
の
今
昔

て
収
載
、
付
録
と
し
て
米
軍
戦
略
爆
撃
調
査
団
に
よ
の
姿
、
主
な
出
来
事
、
歴
代
の
市
長
や
議
長
を
紹
介
、

る
「
福
井
・
敦
賀
爆
撃
|
作
戦
任
務
報
告
書
」
が
収
百
年
の
あ
ゆ
み
は
約
二

O
O枚
の
写
真
を
使
い
役
場

め

ら

れ

て

い

る

。

や

学

校

な

ど

諸

施

設

を

紹

介

、

明

治

・

大

正

時

代

か

市
史
で
は
、
『
福
井
市
史
資
料
編
四
近
世
二
』
と
ら
の
歴
史
を
つ
づ
っ
た
百
年
の
軌
跡
を
収
め
て
い
る
。

『
福
井
市
史
資
料
編
二
二
民
俗
』
・
『
敦
賀
市
史
通
地
区
誌
で
は
、
旧
宮
川
村
(
現
宮
川
地
区
)
の
村

史
編
下
』
・
『
鯖
江
市
史
三
諸
家
文
書
編
二
』
が
上
誌
『
わ
か
さ
宮
川
の
歴
史
』
(
小
浜
市
宮
川
公
民
館
)

梓
さ
れ
た
。
福
井
市
史
資
料
編
四
は
「
藩
と
藩
政
上
」
が
発
刊
さ
れ
、
大
正
八
年
発
行
の
侶
村
誌
の
続
編
と

で
福
井
藩
の
藩
主
松
平
家
と
藩
士
に
関
す
る
文
書
が
し
て
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
通
史
と
な
っ
て
い
る
。

収
録
き
れ
て
い
る
。
敦
賀
市
史
は
明
治
維
新
か
ら
現
そ
の
他
で
は
、
『
八
幡
町
一
丁
目
の
あ
ゆ
み
』
(
武
生

代
ま
で
の
歴
史
を
つ
づ
っ
た
「
通
史
編
下
」
と
「
索
市
八
幡
町
一
丁
目
地
区
)
・
『
北
谷
見
聞
記
続
編
』
(
勝

引
・
年
表
・
総
目
次
」
が
発
行
さ
れ
、
史
料
編
も
含
山
市
北
谷
町
老
人
ク
ラ
ブ
)
・
『
阿
難
祖
地
頭
方
の
う

め
全
七
巻
八
冊
の
同
市
史
が
完
結
し
た
。
鯖
江
市
史
つ
り
か
わ
り
』
(
大
野
市
阿
難
祖
地
頭
方
老
人
ク
ラ

は
「
諸
家
文
書
ご
に
続
き
中
・
近
世
に
わ
た
る
神
ブ
)
・
『
春
日
野
の
歩
み
』
(
春
江
町
春
日
野
地
区
)
な

明
・
古
川
・
立
待
・
豊
・
舟
津
・
鯖
江
六
地
区
五
八
ど
が
出
版
さ
れ
た
。

カ
所
の
旧
家
・
寺
社
が
所
蔵
す
る
文
書
約
五
七

O
点
一
一
、
原
始
・
古
代

を

収

載

し

て

い

る

。

考

古

学

関

係

で

は

、

『

敦

賀

市

埋

蔵

文

化

財

調

査

報

町
村
史
で
は
、
丹
生
郡
越
廼
村
が
村
制
施
行
三
十
告
一
衣
掛
山
古
墳
群
』
・
『
永
平
寺
町
埋
蔵
文
化
財

五
周
年
を
記
念
し
て
『
越
廼
村
誌
本
編
』
を
出
版
し
調
査
報
告
書
一
ほ
場
整
備
事
業
関
連
遺
跡
調
査
報

六
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
史
料
編
と
合
わ
せ
完
結
し
告
』
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
衣
掛
古
墳
群
は
六
世
紀

た
。
そ
の
他
、
武
生
市
で
は
『
た
け
ふ
上
巾
制
施
行
中
頃
か
ら
七
世
紀
初
め
に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
群
集

四
十
周
年
記
念
誌
』
を
発
行
。
河
野
村
で
は
置
村
墳
で
、
土
地
改
良
事
業
に
伴
い
調
査
さ
れ
た
も
の
で

百
年
を
記
念
し
て
『
百
年
の
あ
ゆ
み
』
を
出
版
し
た
。
あ
る
。
永
平
寺
町
で
は
中
オ
・
山
崎
両
遺
跡
の
範
囲
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確
認
調
査
と
東
諏
訪
問
一
、
二
号
墳
の
発
掘
調
査
の
館
L

・
田
中
照
久
「
丹
生
郡
織
田
町
浄
秀
寺
道
遺
跡
出

結
果
を
収
録
。
ま
た
、
『
敦
賀
市
歴
史
民
俗
資
料
館
紀
土
の
越
前
瓶
子
に
つ
い
て
に
萩
野
繁
春
「
東
播
系
須

要
三
』
に
川
村
俊
彦
「
衣
掛
山
三
号
墳
出
土
の
製
塩
恵
器
を
焼
い
た
越
前
官
窯
|
播
磨
か
ら
越
前
へ
工
人

土
器
に
つ
い
て
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
の
移
動
を
検
証
す
る
」
、
『
福
井
女
子
高
校
研
究
集

三

、

中

・

近

世

録

四

』

に

は

若

菜

稔

寸

柴

田

勝

家

の

研

究

」

、

『

福

井

中
世
で
は
、
『
特
別
史
跡
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
調
査
の
文
化
二
二
』
に
は
松
浦
義
則
「
朝
倉
氏
府
中
奉
行

報
告
二
!
第
一

0
・
一
一
次
第
五
四
次
調
査
』
・
人
と
府
中
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
特
別
史
跡
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
一
九
昭
和
六
十
二
近
世
で
は
、
『
間
部
家
文
書
五
』
(
間
部
家
文
書
刊

年
度
発
掘
調
査
整
備
事
業
概
報
』
(
い
ず
れ
も
県
朝
倉
行
会
)
が
出
版
さ
れ
た
。
鯖
江
藩
主
・
間
部
家
の
藩

氏
遺
跡
資
料
館
編
)
が
発
行
さ
れ
た
。
前
者
の
報
告
庁
日
記
(
文
久
三
年
か
ら
明
治
三
年
)
を
抄
録
し
た

書
は
五
十
一
年
に
発
行
さ
れ
た
館
跡
の
発
掘
調
査
報
も
の
で
、
本
書
を
も
っ
て
全
巻
完
結
し
た
。

告
に
次
ぐ
も
の
で
、
昭
和
四
十
八
年
・
四
十
九
年
と
論
文
で
は
、
『
若
越
郷
土
研
究
一
八
八
1

一
八
九
』

六
十
一
年
に
調
査
さ
れ
た
館
周
辺
に
あ
る
武
家
屋
敷
に
春
松
進
一
「
元
禄
十
四
年
の
巡
見
使
名
の
確
定
と

跡
の
遺
構
物
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
享
保
二
年
三
月
国
事
叢
記
の
記
述
へ
の
疑
問
」
・
白

論
文
で
は
、
『
若
越
郷
土
研
究
一
九
三
一
』
に
小
泉
義
崎
昭
一
郎
「
橋
本
左
内
覚
之
室
百
」
(
一
八
八
)
・
松
原

博
「
西
街
道
の
変
遷
と
蕉
木
浦
」
、
『
朝
倉
氏
遺
跡
資
信
之
貞
享
二
年
頃
の
「
福
井
城
下
町
組
・
町
名
・

料
館
紀
要
一
九
八
七
』
に
水
野
和
雄
「
戦
国
城
下
町
寺
名
帳
」
(
一
八
九
)
、
『
県
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
紀

に
お
け
る

d
p
の
復
元
一
乗
谷
を
例
に
し
て
」
・
美
要
二
』
に
、
後
々
田
寿
徳
「
多
国
寺
木
造
十
一
面
観

濃
晋
平
「
朝
倉
氏
遺
跡
出
土
の
竹
製
品
中
世
尺
八
の
音
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
県

一
つ
汐
一
節
切
。
に
つ
い
て
」
・
清
田
善
樹
「
朝
倉
氏
外
関
係
で
は
『
札
幌
学
院
法
学
四
の
二
』
に
薮
利
和

遺
跡
出
土
の

Y
湯
液
本
草
u

断
簡
」
が
収
録
さ
れ
て
「
福
井
藩
グ
公
事
方
御
定
書
。
雑
考
二
完
」
と
『
史

い
る
。
『
福
井
考
古
学
会
会
誌
六
』
に
は
青
木
豊
昭
「
朝
学
五
七
の
四
』
に
高
木
不
二
「
越
前
藩
天
保
・
弘
化

倉
兵
庫
助
景
綱
の
館
と
城
L

・
「
波
多
野
氏
の
城
と
改
革
試
論
μ

が
あ
っ
た
。

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向

園
、
近
現
代

『
く
ら
し
を
訪
ね
て
l
池
田
の
里
|
』
(
池
田
町
教

委
)
・
『
特
務
艦
関
東
の
遭
難
』
(
上
坂
紀
夫
)
が
刊
行

さ
れ
た
。
前
者
は
、
明
治
時
代
か
ら
戦
前
ま
で
の
生

活
の
中
で
現
在
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
生
産
技
術
や
生

活
様
式
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
特
務
艦
関
東
の

遭
難
』
は
、
置
村
百
年
を
迎
え
た
河
野
村
が
記
念
誌

と
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
十
三
年
極
寒
の

糠
沖
で
沈
ん
だ
「
関
東
し
の
最
期
と
遭
難
兵
を
救
助

し
た
村
の
女
た
ち
の
活
動
記
録
で
あ
る
。
そ
の
他
で

は
『
芦
原
町
英
勲
録
』
(
芦
原
町
遺
族
連
合
会
)
・
『
越

前
町
英
勲
録
』
(
越
前
町
遺
族
連
合
会
)
が
あ
り
、
自

費
出
版
で
は
『
今
昔
・
福
井
県
政
界
夜
話
』
(
杉
本
伊

佐
美
)
が
あ
る
。

論
文
で
は
、
『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
一
八
』
に

三
上
一
夫
「
日
本
近
代
の
真
宗
地
帯
の
歴
史
的
性
格

的
i
越
前
・
旧
今
立
郡
下
の
動
向
を
中
心
に
」
・

『
奥
越
史
料
一
七
』
に
は
、
坂
田
玉
子
「
大
野
屋
経

営
新
史
料
。
大
岸
組
。
に
つ
い
て
」
が
収
録
さ
れ
て

い守合。分
野
史
も
活
発
に
上
梓
さ
れ
た
。
『
福
井
県
労
働
運

動
史
四
』
(
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
)
県
労
働
福
祉
運

動
の
戦
後
四
十
年
の
進
展
ぶ
り
が
記
録
さ
れ
、
医
師

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

第
三
十
四
巻
三
号

54 

会
関
係
で
は
、
『
武
生
市
医
師
会
百
年
史
』
・
『
鯖
江
市

医
師
会
百
年
の
歩
み
』
そ
の
他
で
は
、
『
四
十
年
の

あ
ゆ
み
』
(
県
遺
族
連
合
会
)
・
『
県
新
生
活
運
動
協
議

会
三
十
年
の
あ
ゆ
み
で
『
明
日
に
生
き
る
l
福
井
県

の
子
ど
も
会
二
十
年
の
あ
ゆ
み
|
』
・
『
県
・
市
町
村

民
運
動
に
み
る
二
十
年
の
あ
ゆ
み
』
・
『
福
井
県
信
連

史
』
(
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
)
・
『
営
農
指
導

三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
(
県
農
協
)
・
『
三
十
年
の
あ
ゆ

み
』
(
福
井
県
印
刷
工
業
組
合
)
・
『
三
十
年
誌
』
(
福

井
県
撚
糸
工
業
組
合
)
・
『
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
(
福
井

県
綿
寝
具
商
業
組
合
)
な
ど
や
大
野
・
勝
山
両
市
の

体
育
協
会
の
あ
ゆ
み
も
出
版
さ
れ
た
。

学
校
史
で
は
、
県
立
で
は
藤
島
高
校
が
『
百
三
十

年
史
』
・
『
百
三
十
年
文
集
』
を
発
刊
し
て
い
る
。
福

井
藩
の
藩
校
と
し
て
創
立
(
幕
末
)
以
来
の
沿
革
史

を
つ
づ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ニ
高
八
十
年
の
回
想
』

(
三
国
高
校
)
・
『
武
高
定
時
制
四
十
年
の
あ
ゆ
み
』

(
武
生
高
校
定
時
制
)
・
『
二
十
五
年
史
』
(
春
江
工
業

高
校
)
・
『
二
十
年
史
』
(
美
方
高
校
)
も
出
版
さ
れ

た
。
私
立
で
は
、
明
治
三
十
一
年
に
婦
人
仁
愛
教
団

と
し
て
設
立
し
た
仁
愛
高
校
が
『
和
』
を
創
立
九
十

周
年
記
念
誌
と
し
て
発
行
し
た
。
小
学
校
で
は
『
福

井
市
宝
永
小
学
校
百
年
史
』
・
『
芦
原
小
学
校
百
年

史
』
が
上
梓
さ
れ
た
。
さ
ら
に
県
高
等
学
校
P
T
A

特
集
し
、
斉
藤
槻
堂
「
手
杵
祭
」
・
中
西
竹
次
「
国
津

連
合
会
が
『
二
十
五
年
の
歩
み
』
を
出
版
し
て
い
る
。
神
社
の
神
事
」
・
石
崎
直
義
奇
祭
「
し
た
ん
じ
よ

五

、

そ

の

他

の

文

献

う

」

・

柴

田

伊

左

衛

門

「

オ

ロ

オ

ロ

ま

つ

り

」

・

杉

本

『
歴
史
と
史
跡
大
野
』
(
大
野
市
)
・
『
図
録
敦
賀
伊
佐
美
「
大
野
市
旧
五
箇
村
を
訪
ね
て
」
・
入
江
宣
子

の
文
化
財
』
(
敦
賀
市
教
委
}
・
『
第
谷
石
文
化
』
(
福
「
高
浜
町
小
和
田
の
田
楽
舞
」
・
桜
井
帯
万
「
高
浜
町

井
の
文
化
を
考
え
る
会
)
・
『
根
来
坂
』
(
小
浜
山
の
和
田
の
祭
礼
」
な
ど
を
収
め
、
『
福
井
の
文
化
一
二
』

会
)
・
『
池
田
追
分
け
』
(
池
田
町
教
委
)
・

3
右
越
山
脈
は
、
越
前
和
紙
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
特
集
し
、
長
屋

七
』
(
青
少
年
育
成
県
民
会
議
)
な
ど
が
あ
る
o

J
勿
善
晶
「
神
と
仏
と
紙
の
祭
り
」
・
渡
辺
光
一
「
越
前
和

谷
石
文
化
』
は
、
古
代
か
ら
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
紙
と
そ
の
伝
統
」
・
加
藤
良
夫
「
紙
漉
く
心
・
求
め
る

同
市
足
羽
山
産
出
の
石
材
に
つ
い
て
四
氏
の
講
演
を
こ
こ
ろ
」
・
朝
倉
俊
輔
「
和
紙
の
現
代
芸
術
」
な
ど
が

文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
根
来
坂
』
は
若
狭
と
京
収
載
さ
れ
て
い
る
。

都
を
結
ぶ
鯖
(
さ
ば
)
街
道
ル
ー
ト
の
記
録
。
『
若
越
六
、
歴
史
研
究
施
設
の
動
向

山
脈
七
』
は
青
少
年
に
良
書
に
親
し
む
機
会
を
与
え
、
県
下
の
関
係
施
設
が
開
催
し
た
特
別
展
の
み
を
紹

先
人
た
ち
の
生
き
方
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
福
井
介
し
て
み
た
い
。
県
立
博
物
館
で
は
春
季
特
別
展
「
知

藩
の
名
奉
行
鈴
木
主
税
な
ど
郷
土
の
偉
人
一

O
人
を
ら
れ
ざ
る
古
墳
時
代
そ
の
生
産
・
技
術
を
探
る
|
L

紹

介

し

て

い

る

。

展

、

秋

季

特

別

展

は

「

武

将

の

い

で

た

ち

L福
井
ゆ

論
文
で
は
、
『
若
越
郷
土
研
究
一
八
九
!
一
九
一
ご
か
り
の
甲
宵
と
武
具
一
l
i
-
-
L
展
を
開
催
。
鯖
江
市
資
料

に
久
保
日
参
「
水
海
の
回
楽
能
舞
を
見
て
」
(
一
八
館
で
は
、
特
別
展
寸
近
松
門
左
衛
門
と
鯖
江
L
を
催

九
)
・
小
泉
義
博
「
帰
山
と
呼
坂
に
つ
い
て
」
(
一
九
し
、
町
立
の
資
料
館
で
は
、
三
国
町
の
特
別
展
「
三

O
)
・
足
立
尚
計
「
馬
来
田
家
公
文
職
系
図
記
上
・
下
」
国
町
の
教
育
史
L
展
、
今
立
町
で
は
特
別
展
「
古
社

(
一
九
了
一
九
二
)
・
山
下
英
一
「
人
間
雨
森
信
成
の
文
化
財
朽
飯
八
幡
神
社
L
と
開
館
五
周
年
記
念
の

一
・
一
一
」
(
一
九
一
・
一
九
一
一
)
、
『
え
ち
ぜ
ん
わ
か
さ
「
時
代
扉
風
絵
展
」
、
三
方
町
で
は
六
十
年
に
実
施
さ

九
』
で
は
、
八
号
に
つ
づ
き
越
前
・
若
狭
の
祭
り
を
れ
た
企
画
展
の
続
編
と
し
て
、
特
別
展
「
続
・
ふ
る
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さ
と
の
あ
け
ぼ
の
展
|
l
烏
浜
・
藤
井
・
田
名
・
北
前

川
・
向
笠
の
遺
跡
か
ら
|
」
展
を
開
催
し
た
。

七
、
郷
土
雑
誌

郷
土
研
究
に
か
か
わ
る
誌
名
を
号
数
の
み
を
参
考

ま
で
に
紹
介
し
た
い
。

O
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
紀
要
一
九
八
七

O
朝
倉
氏

遺
跡
資
料
館
・
資
料
館
だ
よ
り
一
・
二

O
え
ち
ぜ

ん
わ
か
さ
九
(
福
井
民
俗
の
会

)

O
奥
越
史
料
一

七
(
大
野
市
教
委

)

O
研
究
紀
要
一
八
(
福
井
工

大

)

O
若
越
六
六

O
若
越
郷
土
研
究
一
八
八

|
一
九
三

O
若
越
の
城
館
(
若
越
城
の
会

)

O

武
生
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
一
七
|
一
九

O
敦
賀
市

歴
史
民
俗
資
料
館
紀
要
三

O
福
井
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー
年
報
昭
和
六
十
一
年
度

O
福
井
考

古
学
会
会
誌
六

O
福
井
考
古
学
会
々
報
一
八
二

四

O
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
々
報
一
三

O

福
井
の
文
化
一
一
了
二
二

O
ふ
く
い
無
形
民
俗
文

化
財
一

O

O
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
紀
要
二

。
55 

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向
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